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Presenter
Presentation Notes
まず、物体認知試験を用い、db/dbマウスの非空間学習記憶行動と、それに対する釣藤散の効果を検討しました。Sample フェーズでは、２個の同一物体をおいた観察箱にマウスをいれ、5分間探察時間を測定しました。その結果、各動物群において、両物体の探索時間には、差はありませんでした。一方、テストフェーズでは、２個の物体のうちの１つを新奇物体に交換し、同様に探索時間を測定しました。ここに示しますように、m/m 群では新奇物体を探索する時間が長くなりましたが、db/db群では探索時間に差がなく、物体認知障害が認められました。ＴＨＡ及び釣藤散投与は、いずれも物体認知障害を改善することが明らかになりました。これらから、2型糖尿病モデルマウスでは非空間認知障害が発症すること。釣藤散にはその障害に対する改善効果があることが明らかになりました。
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